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社会に広く科学的思考を広め，産業に研究成果を還元し，次世代の科学コミュニティ形成を促進することは，公的

研究機関の責務でる。一般市民の方々に科学の面白さ・意義を伝えるとともに，科学コミュニティの健全な発展を促

すような相互交流を醸成するための取り組みは，近年ますます重要性を増している。分子科学研究所では，このよう

なアウトリーチ活動の一環として，他機関との連携・共同により国内の広い範囲をカバーする事業，および，岡崎の

地域性を重視した事業という２つのタイプを実施している。前者としては，自然科学研究機構シンポジウムならびに

大学共同利用機関シンポジウムがあり，後者は一般公開，分子科学フォーラム等である。また，全国の中学・高等学

校の団体から，個人の申し込みまで，見学者を受け入れている。

次世代育成においては，特に愛知県や岡崎市という地域性を重視して，小学校から高等学校までの様々なレベルで

理科教育への協力を行ってきている。岡崎市内の高等学校には，文部科学省に応募して採択されたスーパーサイエン

スハイスクール（以下 SSH と略す）研究指定校，愛知県教育委員会より指定を受けた愛知スーパーハイスクール研

究校や，あいち STEM ハイスクール研究指定校，さらに，科学技術振興機構（JST）のサイエンスパートナーシップ

プロジェクト（SPP）に応募して採択された SPP 実施校など，理科教育の充実を目指して独自の取り組みを行ってい

るところも多い。分子研は，岡崎の 3 研究所で連携しつつ，もしくは単独で，これらの高校の活動に協力している。

一方，小中学校を対象とした事業としては，出前授業，職場体験などが挙げられる。また，教員対象の支援も行って

いる。
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